フランス語の冠詞の教え方についての一考察 by 三原, 智子 & MIHARA, Tomoko
フランス語の冠詞の教え方についての一考察
三　原　智　子
Comment enseigner les articles défini, indéfini, 
et partitif aux étudiants japonais
Tomoko MIHARA
群馬大学教育学部紀要　人文・社会科学編
第 67巻　★―★頁 2018 別刷
群馬大学共同教育学部紀要　人文・社会科学編








Comment enseigner les articles défini, indéfini, 
et partitif aux étudiants japonais
Tomoko MIHARA
Le département de l’anglais

















定冠詞　 le ( l’ ) la ( l’ ) les
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 私は＊「お茶」を好む。 J’aime le thé.
 私は＋「お茶」を注文する。 Je prends un thé.




 ＊「赤い太陽」が雲の後ろに現れた。 Le soleil rouge apparut derrière les nuages.






 私は＊「地下鉄」に乗る。 Je prends le métro.
































 ①私は＊「お茶」が好きだ。 J’aime le thé.
 ②私は＊「地下鉄」に乗る Je prends le métro




















 ④それはこの夏の＊「驚き」だ！ C’est la belle surprise de l’été !
 ⑤＊「三位一体」 la Trinité
















 ⑦私は＋「タクシー」に乗る。 Je prends un taxi.
 ⑧＋「強烈な太陽」 un soleil ardent
 ⑨＊「悲しい冬」 le triste hiver
 ⑩雲の後ろに＊「赤い太陽」が現れた。 Le soleil rouge apparut derrière les nuages.
 ⑪＋「赤い太陽」が昇った。不吉だ！ Un soleil rouge s’est levé. C’est un mauvais signe !




















 ⑬あなたには＃「忍耐力」がある。 Vous avez de la patience.
 ⑭私は君が昨日買った＃「パン」を食べる。 Je mange du pain que tu as acheté hier.
 ⑮あなたには天使のような＋「忍耐力」がある。 Vous avez une patience d’ange.


























































科書では 3種類の冠詞をそれぞれ別の課で教えている。他の 2点の教科書（文法教科書に似た Eとコミュ
ニケーションの重要性を謳う F）では、不定冠詞と定冠詞を同じ課で扱う。ただし、Fにおいては、不定冠
詞と定冠詞を同じ課で初出させたのちも、各冠詞を改めておのおの別の課で扱っている。
　教科書 Iを除いた 6点の教科書において、不定冠詞は動詞 avoir（持つ）ならびに avoirを含む構文（～が













　例えば、以下のような il y a構文の中の冠詞において、冠詞の使い分けの理由について、説明は行われない。
 ＊「机」の上に、＋「ランプ」があります。 Il y a une lampe sur la table.

































































Bruneau Vannieuwenhuyse, Jean-Luc Azra, 他 4名『Moi, je…コミュニケーション』アルマ出版、2012年．
注
 1）ただし、冠詞が省略される場合もある。
 2）例：Il y a du Napoléon chez lui ：彼には ＃「ナポレオン」（っぽいところ）がある；C’est un Napoléon plus vrai que nature（実
















10）教科書 Iにおいては、avoir（ならびに il y a構文）の例文で、不定冠詞の付いた名詞に加え、部分冠詞の付いた名詞をも
目的語としている。
11）例：私は朝食に＃「コーヒー」を飲む：Je prends du café au petit-déjeuner.
12）教科書 Eでは、定冠詞が特定の動詞と結びつけられることはなく、動詞 aimerは指示形容詞とともに扱われる。
13）教科書 Fには、il y a構文（～がある）は文法事項としては載っていない。il y aの別の意味での使い方は載っている（il y 
a ～：～以前に）。
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